
縦
組
み
、
ル
ビ
と
脚
注

1

縦
組
文
書

日
本
語
の
縦
組
用
の
文
書
ス
タ
イ
ル
に
はtarticle

とtb
o
ok

の2

つ
が
あ
る
。
次
は
縦
組
論
文
の
場
合
で
、
通
常
の
論
文
ス
タ
イ
ル
で

は

\
d
o
c
u
m
e
n
t
c
l
a
s
s
{
t
a
r
t
i
c
l
e
}

で
始
ま
る
が
、
縦
組
み
論
文
で
は

\
d
o
c
u
m
e
n
t
c
l
a
s
s
{
t
a
r
t
i
c
l
e
}

と
始
め
る
一
行
が
異
な
っ
て

い
る
。縦組み論文スタイル

\documentclass{tarticle}

...プリアンブル部
\title{題名}

\author{著者名}

\date{日付}

\begin{document}

\maketitle

.........

...本文

.......

\end{document}
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1
・
1

ル
ビ
を
ふ
る

漢
字
な
ど
に
ル
ビ
を
す
る
た
め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
はru

b
y.sty

1ま
た
はfu

rikan
a.sty

2な
ど
が
あ
る
。
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

に
も
、
日
本
語
に
関
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
）
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
利
用
す
るT

E
X

環
境
に
応
じ
て
読
み
込
む
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
文
字
コ
ー
ド
を
一
致
さ
せ
て
お
く
と
よ
い
。

ruby.sty

\documentclass{jsarticle}% 横組み論文の場合
↑↓ どちらか一方をスタイルとして宣言

\documentclass{tarticle}% 縦組み論文の場合
....

%プリアンブル部で ruby利用を宣言
\usepackage{ruby}

....

\begin{document}

.....

\ruby{熟語}{ふりがな}

......

\end{document}

furikana.sty

\documentclass{jsarticle}% 横組み論文の場合
↑↓ どちらか一方をスタイルとして宣言

\documentclass{tarticle}% 縦組み論文の場合
....

%プリアンブル部で furikana利用を宣言
\usepackage{furikana}

....

\begin{document}

\kana{熟語}{ふりがな}

......

\end{document}

1ru
b
y.sty

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
l
s
.
i
c
s
.
s
a
i
t
a
m
a
-
u
.
a
c
.
j
p
/
~
t
o
h
r
u
/
j
a
/
E
x
p
o
r
t
s
/
E
x
t
e
r
n
a
l
/
C
h
o
s
h
o
/
r
u
b
y
.
s
t
y
.

2fu
rika

n
a.sty

h
t
t
p
:
/
/
h
o
m
e
p
a
g
e
3
.
n
i
f
t
y
.
c
o
m
/
x
y
m
t
e
x
/
f
u
j
i
t
a
s
2
/
t
e
x
l
a
t
e
x
/
t
a
t
e
g
u
m
i
/
f
u
r
i
k
a
n
a
.
s
t
y
.
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脚
注

横
組
文
書
に
お
け
る
脚
注\

f
o
o
t
n
o
t
e
{
.
.
.
}

は
、縦
組
の
場
合
に
は
そ
の「
列
」の
下
で
な
く
、左
端
ま
た
は
最
後
ペ
ー
ジ
に
追
い
込
ま
れ
て

し
ま
い
具
合
が
悪
い
。縦
組
み
の
こ
う
し
た
脚
注
の
不
具
合
を
補
正
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
がk
yak

u
ch
u
.sty

3

で
、次
の
書
式
に
従
う
。ま
ず
、マ
ー

ク
付
き
で
脚
注
本
文
をk

y
a
k
u
c
h
u
t
e
x
t
[

マ
ー
ク]

{

脚
注
文}

で
定
義
し
て
お
き
、
そ
れ
以
降
の
本
文
の
箇
所
で\

k
y
a
k
u
c
h
u
m
a
r
k
{

マ
ー

ク}

に
よ
っ
て
マ
ー
ク
を
参
照
し
て
脚
注
を
付
け
る
の
で
あ
る
。

kyakuchu.sty

\documentclass{tarticle}% 縦組み論文
....

%プリアンブル部で kyakuchu利用を宣言
\usepackage{kyakuchu}

....

\begin{document}

...

\kyakuchutext{脚注マーク 1}{脚注文}

\kyakuchutext{脚注マーク 2}{脚注文}

...

\kyakuchumark{脚注マーク 1}脚注を付けたい本文
...

文献\kyakuchumark{脚注マーク 2}で解説....

パ
ッ
ケ
ー
ジk

yak
u
ch
u

を
使
っ
た
具
体
例
を
以
下
に
し
ま
す
。\

f
o
o
t
n
o
t
e
{
.
.
}

も
使
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
効
果
を
検
討
さ
れ
た
い
。

3k
y
a
k
u
ch
u
.sty

h
t
t
p
:
/
/
h
o
m
e
p
a
g
e
3
.
n
i
f
t
y
.
c
o
m
/
x
y
m
t
e
x
/
f
u
j
i
t
a
s
2
/
t
e
x
l
a
t
e
x
/
t
a
t
e
g
u
m
i
/
k
y
a
k
u
c
h
u
.
s
t
y
.
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\documentclass[12pt]{tarticle}

\usepackage{furikana}

\usepackage{kyakuchu}

\begin{document}

歌枕
\footnote{

歌枕とは、和歌に引証される地名のこと。
}として、
\kyakuchutext{A1}{福島県白河市にあった奥州街道の関所。}

\kyakuchutext{A2}{芭蕉「おくのほそ道」
萩原 恭男 校注、岩波文庫七九 (一九九一)。}

\kyakuchutext{A3}{蓑笠庵 梨一「奥細道菅菰抄」(おくのほそみちすがもしょう。
文献\ref{A2}に付録として掲載)の注釈が、
典拠を明らかにしている。}

\kyakuchumark{A1}白河の関は古来有名である。
ここより外は\kana{陸奥}{みちのく}として、
人々の旅情をかきたてる場所であった。
松尾芭蕉\kyakuchumark{A2}「奥の細道」
の白河 (白川)の関の条には、この歌枕を読み込んだ
\kyakuchumark{A3}古歌の一節がさりげなく引用されている。
\end{document}

こ
れ
を
タ
イ
プ
セ
ッ
ト
す
る
と
次
の
結
果
を
得
る
。
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歌
枕4と
し
て
、

1白
河
の
関
は
古
来
有
名
で
あ
る
。
こ
こ
よ
り
外
は
　み
ち
の
く

陸
奥　
と
し
て
、
人
々
の
旅
情
を
か
き
た
て
る
場
所
で
あ
っ

1

福
島
県
白
河
市
に
あ
っ
た
奥
州

街
道
の
関
所
。

2

芭
蕉
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
萩
原

恭
男
校
注
、
岩
波
文
庫
七
九

(

一
九
九
一)

。

3

蓑
笠
庵
梨
一
「
奥
細
道
菅
菰

抄
」(

お
く
の
ほ
そ
み
ち
す
が

も
し
ょ
う
。
文
献2

に
付
録
と

し
て
掲
載)

の
注
釈
が
、
典
拠

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

た
。
松
尾
芭
蕉

2「
奥
の
細
道
」
の
白
河(

白
川)

の
関
の
条
に
は
、
こ
の
歌
枕
を
読
み
込
ん
だ

3古
歌
の
一
節
が
さ
り
げ
な
く
引

用
さ
れ
て
い
る
。

4

歌
枕
と
は
、
和
歌
に
引
証
さ
れ
る
地
名
の
こ
と
。
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